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国際学術誌「Frontiers in Neurology」への論文掲載のお知らせ 

 

 

この度、当社が順天堂大学と共同で行った「パーキンソン病患者におけるウェアラブルデバイスを用い

た24時間モニタリングによる概念実証」に関する論文が、国際学術誌「Frontiers in Neurology」に掲載

されましたので、以下のとおりお知らせします。 

 

 

＜概要＞ 

当社と順天堂大学医学部神経学講座の共同で実施した研究が国際学術誌「Frontier in Neurology」に

て公表されました。本研究は、PDハウスに居住する入居者を対象にウェアラブルデバイスを用いて脈

拍数と活動指数（METs）を 24時間体制でモニタリングすることで、脈拍数と活動指数（METs）を組み

合わせたアウトカムがパーキンソン病の症状の変動に関する指標となり得ることが示唆されました。 

 

＜研究の背景＞ 

パーキンソン病の進行期には、主症状となるウェアリングオフやジスキネジアなどの日内変動を生じ

る合併症が問題となります。これらの症状を捉えることは、パーキンソン病の患者に適切なケアを提

供するために重要です。本研究では、ウェアラブルデバイスを用いて評価した脈拍数や活動指数の情

報を基に、パーキンソン病の症状の変化をモニターできるかを調べるパイロット研究をおこないまし

た。 

 

＜研究の成果＞ 

本研究の主な研究成果として、脈拍数と活動指数がパーキンソン病の症状（ウェアリングオフやジス

キネジア）の変動に関する有用な指標として機能する可能性が示唆されました。 

 

＜今後の展開＞ 

本研究の結果から、ウェアラブルデバイスから得られたデータを利用して、患者の日常生活における

症状の変動をリアルタイムで把握し、その情報を基に個々の患者に最適な介護が行えるようになるこ

とが期待されます。今後はこの研究成果を基に、ウェアラブルデバイスを用いた日内変動の把握を行

うことで、パーキンソン病をお持ちの方への質の高い介護を実現するために PDハウスのサービスに活

かす研究を行う予定です。 
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